
パネルディスカッション モデレーター

内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局

内閣参事官 渡辺 公徳

地方創生人材シンポジウムin北九州

パネルディスカッション
「官民連携による地域活性化について」

◎なぜ、「地方創生」なのか・・・・

◇日本が「人口大変動期」を迎えたことが背景

◇新たな社会経済変動に、従来の「政策体系」
では、的確に対応できない。

「人口減少・地域多様化時代」の到来

『地方創生』＝新たな政策体系の確立
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「まち・ひと・しごと創生」政策５原則

（１）「自立性」
→国の支援がなくとも事業が継続

（２）「将来性」
→地方の前向きで自主的・主体的な取組を支援

（３）「地域性」
→客観的なデータに基づき、地域にあった施策を支援

（４）「直接性」
→産官学金労言士の連携による効果の高い工夫を行う

（５）「結果重視」
→KPI（数値目標）を設け、PDCAサイクル（計画→
実行→評価→改善）で検証
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 長期間放置された町有地を公共と民間が連携して整備。図書館・地域交流セ
ンター、バレーボール専用体育館等の公共と民間の複合施設を整備。

岩手県紫波町におけるPPP/PFI手法による公的資産
の再編・活用（紫波中央駅前都市整備事業（通称：
オガールプロジェクト））

オガールプラザ（官民複合施設）

オガールベース（民間複合施設）

オガールプロジェクトの配置図
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デザイン料で障がい者の自立支援を促進

県社会福祉協議会

島根県

芸術的才能を活かした障がい者の自立支援に向けた
官民連携の取組み（山陰合同銀行）

 知的障がい者が専門的に就労する事業所で絵画制作等の業務を実施。制
作した絵画を企業がステッカーや扇子等として有償利用しデザイン料を受領。

 受領したデザイン料は、県内の障がい者就労支援事業所への交付金として配
分。障がい者の自立支援を促進。
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ごうぎんチャレンジドまつえ

（山陰合同銀行）

【職員数】23名

(うち障がいのある職員20名)

※28年10月末現在

【業務内容】PR品制作、事務
業務（名刺・伝票印刷業務等）

（契約企業）＜9社＞
住友生命保険 相互会社
日本水産 株式会社
株式会社 伊藤園
三井住友ﾌｧｲﾅﾝｽ&ﾘｰｽ
株式会社
日本通運 株式会社
カゴメ 株式会社
総合警備保障 株式会社
ｲｵﾝﾘﾃｰﾙ 株式会社
ﾀﾞｲﾜﾎﾞｳﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 株式
会社

作成 利用

■情報支援の矢

○地域経済分析システム（RESAS）（様々なビッグデータを見える化）

■人材支援の矢
○地方創生コンシェルジュ（相談窓口を各府省庁に設置）

○地方創生人材支援制度（応募期間長期化、民間人材の募集拡大）

○地方創生カレッジ事業（地方創生を担う専門人材を確保育成）

■財政支援の矢
○「地方創生推進交付金 」（28年度1,000億円（事業費ベース2,000億円））

○「地方創生拠点整備交付金 」（28年度900億円（事業費ベース1,800億円））

○「まち・ひと・しごと創生事業費」（地方財政措置）（28年度1兆円）

○地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）

地方への支援（地方創生版・３本の矢）
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地方創生における人材支援の取組

地方創生人材プラン プロフェッショナル人材事業

・応募期間長期化
（１ヶ月→２ヶ月）
・民間人材の募集対象を
一般企業にまで拡大

・地方創生カレッジ開講
（28/12月）
・講座の拡充
（43講座→100講座）
・ネットワークの立ち上げ

・各拠点の本格稼働

・地域企業と大手企業と
の人材交流に向けた
関係構築の検討

これまで
の取組

【地方公共団体】

戦略を企画・立案できる
人材が不足

【地域の企業】

「攻めの経営」を実践する
人材が不足

【事業の担い手】

戦略に沿って事業を推進で
きる人材が不足

地方創生人材支援制度

28年度の
国の取組

人材の
課題

地域の
現状

・人口減少社会へ直面。
・産・官・学・金・労・言・士の連携に基づき
「地方版総合戦略」を策定（～27年度）

本格的な実行実施段階へ（28年度～）

情報

財政

人材

地方創生カレッジ事業 プロフェッショナル人材事業地方創生人材支援制度
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地方創生カレッジ事業

地方創生人材育成

に向けた連携の場

戦 略 全 体

地域の動き 必要とされる地方創生人材

◆ 分野別プロデューサー

◆ 現場の中核人材 等

学ぶべき科目を選択して学習

個 別 分 野

地方創生カレッジネット
ワーク

人材が不足

ｅラーニング

地方創生
人材の養成

◆ 地域コミュニティのリーダー

◆ 総合プロデューサー 等

専門編基盤編

地方公共団体は、
地方版総合戦略を
作成

より具体的な事業
を本格的に推進す
る段階

28年度～

～27年度

地方創生の実現

民官 連携

連携
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「地方創生カレッジ」のカリキュラム全体構造イメージ

・地方創生の深化に向けて、立場や機能に応じた実践的な内容を提供
・受講者の担うべき役割・経験、直面したフェーズなどに応じた選択受講が可能
・ｅラーニングを中心に対面・実地での講義・交流機会の提供や各教育機関とも連携

基
盤
編

地域戦略の策定

データ分析

事業戦略の策定

事業の自立性・持
続性確保（資金面

含む）

関係者との調整

官民連携

地方創生の理念地方の課題解決

など

専
門
編

総合プロデューサー
分野別

プロデューサー 地域コミュニティ
リーダー観光・DMO

地域商社

生涯活躍のまち

小さな拠点

ケーススタディ ケーススタディ ケーススタディ

総合戦略の策定・管理

事業の構築・推進

資金調達の各種手法

地域産業の振興

… … …

住民自治

交流

【ｅラーニング分野】 【対面・実地】

スクーリング/
ワークショップ

基盤編、専門
編、対面・実地
を組み合わせ
ることで、コー
スを設定

育成人材と地
域の交流・マッ
チングを図る

活動内容の情
報交換を図る
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【専 門 編】 (eラーニング講座名）

『伝統野菜等を基軸にした地域活性化』
『ジビエビジネス』 等

『DMO概論』『魅力ある観光地域デザイン』『観光地域づくりの人材育成』
『観光地マーケティング』 『国内外のＤＭＯから学ぶ』等

『地域ビジネスモデル』『地域産業の開発と運営』
『地域の中小企業・産業振興』『プロジェクトの資金調達』等

「地方創生カレッジ」主な講座のラインナップ
【基 盤 編】 （eラーニング講座名） 赤字は公開中、黒字は追加公開予定、BOX内は主な提供先

『新規事業創出の方法』『事業のマネジメント』
『民的視点からのガバナンス』『組織のマネジメント』等

事業化・事業推進

『事実を正しく認識する分析技術』 『地域経済分析の基礎知識』
『活性化のためのﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略』『事業と財務3表連動理解』等

ﾃﾞｰﾀ分析・戦略

『シティ・マネジメント基礎』『企業会計と非営利会計』
『公会計』『地域に飛び出す公務員』等

官民の連携

『公共政策学の基礎』
『地域経営を推進する自治体組織』等

その他（幅広い知識）

総合ＰＤ/概論

総合ＰＤ/戦略・事業化

分野別ＰＤ/観光ＤＭＯ

分野別ＰＤ/他分野

『地方創生の課題と成功する地域の条件』『あるものを生かす地域力創造』等概 論

『地域の経済循環構造』『地域公共サービス』
『まちづくり』 『移住・定住施策(総論)』 等

地域活性化ｾﾝﾀｰ

経営共創基盤

神戸大学
東洋大学

京都ｱﾗｲｱﾝｽ

日本観光
振興協会

関西学院大学

BBT大学
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【受講の流れ】

①カレッジポータルサイト（https://chihousousei-college.jp/）にアクセス

②分野や役割,取組課題を示した「カテゴリー」

や主なテーマを示した「タグ」から、

関心事項やスキル,レベルに応じて講座検索

③受講講座にアクセスし、ログイン
（初回のみID・パスワードを発行）

④受講を開始

●講座は主に「動画」「テキスト」「確認テスト」から構成 ／1講座＠240分程

●標準的には「動画」の視聴最小単位を10分程に設定、最小単位が5－6程纏まって

『章(ﾕﾆｯﾄ）』(＠60分程）を構成。

●24時間いつでも、ＰＣ、スマートフォン、タブレットから受講可能

⑤テスト合格後、講座毎に修了証を発行

「地方創生カレッジ」の講座公開と受講の流れ

【講座の公開と受講料のあり方】

●H28年12月に43講座を公開、来年度初めまでに100余講座を順次公開

●基本的に有料／但し,少なくとも今年度内はモニター受講として無料＆ｱﾝｹｰﾄ
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